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研究成果の概要（和文）：本研究では超伝導‐金属接合において超伝導電子対が金属中に染み出す超伝導近接効果を核
磁気共鳴分光法を用いて観測し、得られた情報から母体の超伝導の超伝導特性に関する情報を引き出すことを目的とし
実験を行った。研究期間内では有機超伝導体表面に様々な膜厚の金属薄膜を作製し、それぞれの試料について核スピン
‐格子緩和率の温度依存性を測定した。その結果膜厚に依存した緩和率の増大、及び減少が観測され、核磁気共鳴分光
法により超伝導近接効果が観測可能であることを実証した。特に緩和率が増大する振る舞いは非従来型超伝導体固有の
現象を示す重要な結果であるため、今後再現性を含めたさらに詳細な測定を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：We have performed the nuclear magnetic resonance (NMR) experiment on the thin 
film deposited on the surface of unconventional superconductors to study the superconducting proximity 
effect. We prepared the superconductor-metal junction with various film thicknesses, and measured the 
nuclear spin-lattice relaxation rate for each sample. As the result, we found the increase or decrease in 
relaxation rate below the superconducting transition temperature. This result proves that the 
superconductivity proximity effect on one layer of thin film can be detected by the NMR experiment. We 
also found that whether the relaxation rate increase or decrease depends on the film thickness. Namely, 
the increase in relaxation rate observed in a sample with thin layer addresses an exotic characteristic 
of unconventional superconductivity. Further detailed experiments to confirm this behavior is now in 
progress.

研究分野：固体電子物性
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１．研究開始当初の背景 

微視的視点からの物性測定手段である核磁
気共鳴分光法は超伝導物性研究のための重
要な研究手法であり、この手法による研究は
盛んに行われてきた。しかし、核磁気共鳴分
光を行うには対象試料中に核磁気共鳴アク
ティブな原子核が含まれている必要がある
ため、興味深い物性を示す超伝導体が発見さ
れたとしても構成元素によってはすぐに研
究を行うことは出来ない。また、ターゲット
となる原子核が持つ核スピン数や核磁気モ
ーメントの大きさなど原子核固有の性質に
依存して測定可能な情報が制限されていた。
そこで、本研究において超伝導体表面に超伝
導‐金属接合を形成することで、超伝導近接
効果を利用して超伝導電子対を常伝導金属
状態へと引き出し、常伝導金属をターゲット
にした核磁気共鳴分光法により超伝導物性
を解明するという新たな手法を考案した。こ
の方法では核磁気共鳴分光法のターゲット
となる常伝導金属としてアルミニウムなど
既知の物を自由に選ぶことが出来るため、超
伝導体の構成元素に依らず超伝導物性の研
究が可能である。また、本研究手法は超伝導
近接効果を利用するが、超伝導近接効果自体
も微視的観点からの研究は数少なく、未開拓
の領域であった。そこで、新たな研究手法の
確立と同時に超伝導近接効果微視的視点か
らの解明も必要となっていた。 

２．研究の目的 

本研究では新たな研究手法を確立しそれを
用いて超伝導物性の解明を目指す。従って本
研究目的は以下の２点にまとめられる。 

（１）核磁気共鳴分光法による超伝導近接効
果の観測。 

超伝導近接効果は超伝導‐金属接合のごく
近傍でのみ観測される現象であり、その影響
を観測することが出来る界面近傍の原子核
は数が限られている。信号強度が原子核の数
に比例する核磁気共鳴分光法を用いて界面
近傍の原子核を観測するには非常に高感度
の測定が必要である。また、接合を形成する
金属の種類や純度によっても金属中に引き
出された超伝導電子対は影響を受ける可能
性があるため、近接効果を観測するために最
適な金属、及びそれを用いた接合作製条件を
特定する。 

（２）非従来型超伝導体における超伝導対称
性の決定。 

最適化された金属接合を様々な超伝導体表
面に作製し、得られた結果から超伝導対称性
を特定するための決定的情報を導き出す。 

３．研究の方法 

異方的超伝導では近接効果が接合を形成す
る結晶面に依存している可能性もあるため、
様々な結晶面に対して膜厚を制御した薄膜
育成を行い、それぞれの試料について核磁気
共鳴分光法により超伝導近接効果の影響を
調べる。そこで、以下の３つのステップを反
復することにより研究を進めた。 

（１）超伝導金属接合の作製 
（２）核磁気共鳴光による近接効果の観測 
（３）接合条件の最適化 
本研究では、超伝導体として高品質な単結晶
が簡単に得られる有機超伝導体を選択した。
この表面にアルミニウムを用いて薄膜を作
製し（１）、アルミニウムをターゲットに核
磁気共鳴分光を行う（２）ことでアルミニウ
ム中に染み出してきた超伝導対の影響を調
べる。その後、得られた結果を解析し、薄膜
作成条件を最適化する（３）。 
４．研究成果 
本研究では単層のアルミニウム薄膜に対し
て核磁気共鳴分光測定を行い、アルミニウム
中の電子状態を調べた。アルミニウム中の電
子状態は核スピン‐格子緩和率 1/T1を測定す
ることで知ることが出来る。通常金属状態の
アルミニウムでは 1/T1を温度でわった量であ
る 1/T1T が温度に依らず一定になるという性
質を持っている。これに対し、超伝導電子対
の染み出し効果が現れると 1/T1T に超伝導転
移と関連した温度依存性が観測される。本研
究期間では様々な試料について 1/T1T の測定
を行い以下の３つの結果を得た。 

（１）伝導面に平行な結晶面に超伝導‐金属
接合を作製した場合、超伝導近接効果は観測
されない。 

（２）伝導面に垂直な面に接合を作製した場
合、膜厚が厚いとやはり超伝導近接効果は観
測されない。 

（３）伝導面に垂直な面にやや薄い薄膜を作
製した時に、超伝導転移温度近傍で 1/T1T の
温度変化が観測される。 

さらに超伝導転移温度近傍で 1/T1T の異常が
観測される試料についても膜厚に依存して
1/T1T は増大、または減少といった振る舞い
をすることが明らかになった。これらの結果
から常伝導金属薄膜の膜厚が超伝導対の染
み出し長の長さスケールより短かくするこ
とで核磁気共鳴分光法でも超伝導近接効果
の観測が行えることは実証できた（研究目的
（１））が、膜厚に依存して変化する 1/T1T の
振る舞いを解明することが新たな課題とな
った。このような振る舞いは非従来型超伝導
の特徴である可能性が高いため、詳細な 1/T1T

の膜厚依存性を測定することで研究目的
（２）である非従来型超伝導の超伝導対称性
に関する情報を明らかにできる可能性があ
る。しかしながら、特に薄い薄膜では核磁気
共鳴信号強度が極端に弱くなるため、高温ま
での測定を確実に行うためには、これまで以
上に安定度の高い分光装置が必要となった。
そこで研究の後半では分光装置の精度及び
安定度向上を行い、これまでより１ケタ高い
分解能での信号取り込み、および長時間の周
波数安定度の向上を実現した。新たに導入し
た高安定度分光装置を利用した 1/T1T の膜厚
依存性の測定が今後の課題である。 
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